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研究成果の概要（和文）：ジャン・ヴァール著『具体的なものへ』（1932 年）を翻訳・出版し、

その成果を北海道哲学会・北海道大学哲学会合同シンポジウムで口頭発表し、さらには、北海

道哲学会『哲学年報』（58 号、2011 年）に論文として掲載予定である。また、サルトルの遺稿

（倫理学に関する）を読解し、その成果を紀要に論文発表し(2009 年)、東北大学のシンポジウ

ムにおいて口頭発表し(2009 年)、さらには、別の論文にして 2011 年度中に発表予定である。 

 

研究成果の概要（英文）：I translated Jean Wahl’s Toward the concrete(1932) into Japanese 

and published it in 2010. And I expressed my reflection on Jean Wahl’s philosophy at 

Philosophical Society of Hokkaido. Concerning the posthumous notes of Sartre’s moral 

philosophy, I expressed my position in the colloquium of Tohoku University in 2009. And I 

wrote the articles on Sartre’s moral philosophy. 
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１．研究開始当初の背景 
2006～2007年度の 2年間に科学研究費補助金
を受けて行った研究（課題名：「具体的なも
の」の系譜とサルトル哲学の展開についての
研究）をさらに継続するべく今回の 3年間が
始まった。とりわけ、すでに翻訳を開始して
いたジャン・ヴァール著『具体的なものへ』
（1932年）の翻訳完了・出版を目指す 3年間
にしようと考えた。また、長年行ってきたサ
ルトル研究、とりわけサルトルの遺稿を使っ
た彼の倫理学についての研究をさらに推進
し、前著（『サルトルの倫理思想』法政大学

出版局、2004年）に続く新たなサルトル研究
書を出すべく準備を行う 3年間と位置付けた。 
 
２．研究の目的 
ジャン・ヴァール「具体的なものへ」（1932
年）を手掛かりにして、1930 年代を中心とし
た現代フランス哲学の形成過程を解明する
こと。また、そうした過程から生れてきたサ
ルトル哲学が、いかなる発展を遂げたかを、
とりわけ 1960 年代のサルトルの倫理学的考
察に焦点を当てて解明すること。 
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３．研究の方法 
ジャン・ヴァール「具体的なものへ」の翻訳
出版、「具体的なものへ」で扱われている諸
哲学の解明。1960 年代のサルトルの遺稿（倫
理学に関するものを中心に）の解読。 
 
４．研究成果 
ジャン・ヴァール「具体的なものへ」の翻訳
出版（2010 年、月曜社）、それを巡るシンポ
ジウムでの口頭発表。サルトルの遺稿(倫理
学に関するもの)についてのシンポジウムで
の口頭発表（東北大学）、および論文での発
表。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計２件） 
①水野浩二、倫理的規範と人間的実践―遺稿
《倫理と歴史》（コーネル大学講演）につ
いての研究（２）―、札幌国際大学紀要、
査読無、40号、2009、295-307 

②水野浩二、＜具体的なもの＞と感情、北海
道哲学会「哲学年報」、査読有、58 号、2011
（刊行予定） 

 
〔学会発表〕（計２件） 
①水野浩二、サルトルの具体的倫理について、
シンポジウム「サルトルのモラル論」（東
北大学文学研究科フランス文学研究室）、
2009/10/9、東北大学川内北キャンパスマ
ルチメディア教育研究棟 6F 大ホール 

②水野浩二、＜具体的なもの＞と感情、北海
道哲学会・北海道大学哲学会合同シンポジ
ウム、2010/12/11、北海道大学人文・社会
科学総合教育研究棟 W202室 

 
〔図書〕（計１件） 
①水野浩二（訳）、月曜社、ジャン・ヴァー
ル著「具体的なものへ」、2010、347P. 
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